
車 粉 公 害 と 脱 ス バ イ

堀内 数 (北海道工業大学 )

1 脱スバイク運動 積雪寒冷地の都市交通においてスパイクタイヤを使用す る

ため舗装略が摩耗し、その粉じんが環境を著しく汚染していることや人体に悪影響が出

ている等の調査研究結果が報告されるようになった。この 2、 3年 で報道関係では車粉

公害と称して大々的に扱つている。仙台市は昭和37年 に健康都市を宣言し、以来20年

「清 く、明るく、住みよい健康都市仙台」を目標に努力して来たので、車粉問題への対

応は他の自治体より積極的である。昭和57年 か ら「脱スパイク」という運動を推進して

いる。このため市の公用車は消防車、救急車、その他公用の緊急車を除いてスパイクタ

イヤ (以 下SPと いう)を 使用しないことを助役名で通達を出してこの運動の先頭を切つ

た。また58年 10月 に市営バスのSP使 用全廃を決定した り、ピン抜きセンターを開設 して、

市民の脱スパイク運動を盛 り上げている。ピン抜きセンターで抜いたタイヤ本数は、今

年 4月 30日 まで28,651本 と報告されている。この中には新品のスノータイヤも相当数あ

る。仙台市ではピンを抜くこと、SPタ イヤを不必要とする略面では夏タイヤか普通のス

ノータイヤに 1ま き替えること、はきつぶしを夏期にしないことも運動の重点項目に入れ

ている。雪氷P8面 ではスノータイヤかスパイクレスタイヤ (以下SN,SPLと いう)を 使用

し、危険な場所ではチエンを使用するというのがこの運動の主旨であり、近い将来には
SPの 全面禁上を目棟にしている。そのための諸施策を試行錯誤しなが らも推進して行こ

うと大変な努力 (例吹 ば予算措置は前年度より大幅に増額して除雪、融雪対策、清掃対

策等 )を している。仙台市は県や国にも働きかけて車粉問題に努力しており、ようや く

58年 か ら各自治体や道、県での規制が活発になつて来た。

札幌市もSPの 使用期間規制 (自 由 )を 始めた。又北海道、宮城、秋田、新潟、長野、

石川、富山の 1道 6県 が規制する段階になつた。冬日、真冬日の長き、気温、雪質、降

雪畳等の気象条件が地域によつ

て異な るので、思い切つた策が

とれないのが行政側の現状であ

り、ユーザの多 くは種々の条件

が整 うまでは脱スパイクには応

じられないという交通安全優先

の立場をとつているのが現状で

ある。仙台市のこの冬のSP装 着

率の最高は前年の約 1/2の
408%(2月 の最高 )の 低率 と

公表 されている。又降下ばいじ

ん晨も前年 と比べて畿分少ない

1283ト ン/k m2/月 (前 年

は 140ト ン/k m2/月 )と 公

表されている。一方この冬の交

通事故は増加していないと報告

表 1 く各自治体のスパイクタイヤ期間規制〉

自治体 規制内容 規 制 期 間

Jヒ海道 自  粛 道央
:日寺:El:[醤 :月

31百

融一嶽
自  粛 4月 1日 ― ll月 ∞ 日

自  粛 4月 1日 ～ll月 即日

新潟県 不 使 用 4月 1日 -11月 ∞ 日

冨山県 自   粛 3月 15日 -12月 10日

石
'県

自   粛 月 15日 ～12月 10日

長野県 自  粛 月 1日 ～ 11月 ∞ 日

ホL幌市 制   限 月

"日
～ 11月

"日

(だ たし宮城県は県内を四地域に分け、最重点

地域の仙台市では期間外も「できる限り自由

する」と表記するなど基準に差をつけている)
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されている。仙台市の脱スパイク運動の効果が上が り始めたと思われる。また北海道で
は昭和57年 度に、道P8マ ーキングに50億 円、道P8補 修費に 220億 円が投入され、全道を
3ブ ロックに分けたSPの 使用規制 (自 由 )が発表されこの春からPRさ れるようになった
が、札幌や他の都市でも次第に脱スバイクの論議が盛んになることは必要である。

イヤ (P8面 を損傷させないで、性能はSPに 匹敵する)の 開発を望むユーザの期待は大き
くなるばかりである。1975年 西ドイツでSPが 禁止された頃から、ビンの無いタイヤがョ
ーロッパで販売され、これをスパイクレスタイヤ又はスタッドレスタイヤ (以 下 STLと
いう)と いって日本のメーカも開発し販売するようになった。ただし乗用車用であつて、

2 タイヤ メーカーの対応 車粉問題が深刻化するにつれて、SPに 代わ るべ きタ

表-2  氷上性能試験と舗装摩耗試験結果概要

車

種
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〈注)現行品 :第 1次 基準品 A～ E,FG,H:試 作タイャ sTL:ス タット・レスタイヤ
SN:スノータイヤ 坂P8:坂略発進 (表 面を凍結させた傾斜台試験 )
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中小型および大型 トラックやバス用のタイヤは現在のところ開発されていない。従つて
メーカは制動、発進、登板、旋回性能は若干低下しても道F8損 耗を30～ 40%位 まで低下
させるタイヤを開発しようと努力している。その具体策はピンの打込本数をある程度減
らすこと、ビンのフランジ怪を減少させること、シャンクの材質をアルミやプラスチッ
クにして重墨を軽減すること、突出寸法を減少させること等である。舗装の摩耗とスパ
イク構造の関係については最も影響の大きいのは、フランジ径を小さくすることである。
ある研究によればフランジ径の3乗 に比例して摩耗量が増すという。またピンの本数、
ビンの突出量、ピンの重量に比例して摩耗量が増すという。従ってこれ らをどの程度減
少させ得るかという対策になる。

日本のタイヤ メーカ 7社 で構成されている社団法人日本自動車タイヤ協会 〈以下 」AT
MAと いう)は 昭和57年 か ら、車粉を減少するタイヤの開発とSPの 性能改良を目指して種
々の活動をしているが、この3年 間に氷盤試験F8で 実施した各種タイヤによる実車走行
試験の結果か ら、舗装摩耗を減少させるタイヤ基準を策定している。

昭和58年 5月 か ら生産される乗用車、小型 トラック用、大型 トラック及びバス用のSP
について第一次基準々策定 し、これによって販売している。乗用車用については、ラジ
アル構造のものでピンの打込本数は 122本 以下、フランジ径は10●|、 突出寸法は 15●●
となっている。小型 トラック用はバイアス構造のもので、打込本数は80本 、フランジ経
は15m、 突出寸法は 151● となっている。大型車用でバイアス構造のものは打込本数72
本、フランジ怪 16“ 、突出寸法 15●●となっている。これでは未だ十分の舗装摩耗を減
少できないとして、第二次基準案を策定中である。そのためにSPの 総合試験を今年 l月

か ら 2月 にかけて JAT‖ A主 催で氷上性能試験が北海道恵庭市で実施された。第二次基準
案の性能比較の詳細は未発表であるため十分な検討 :ま できないが、昭和59年 4月 16日 付
」ATHAニ ュースに発表された概要は表 -2に 見る通 りである。試作品 lま この第二次基準

案の基になると推測される。 (1)打込本数、フランジ径、突出寸法を低減すると、乗
用車のA～ Eの タイヤは安全上重要な制勧性能が現行に比べて8～ 34%も 低下している。
これはフランジ径を8mに 、突出寸法を 1■ にした場合が最も低下する。これに対して
STLは 39%と 最低である。次いで坂F8発 進で :ま 11%か ら44%の 低下で、 STLは 76%も 低

いとしている。この坂P8発 進は、駆動輪の荷重の大小が大きく影響するので後輪駆動方
式の車両の試験値であろうと推測する。前綸駆動方式であればSPに 比較して20%位 の低
下であると推洒Jす るか らである。次いで旋回試験ではA～ Eでは 1～ 6%の 低下で低減
策の効果が小さいことを示している。このことはピンの作用が旋回に対して余 り貢献し
ていないことを示している。従つて STLに しても10%の 低下となっている。また加速試
験においてもA～ Eは 1～ 10%の 低下であり、 STLに おいても15%の 低下としている。
これも旋回と同様にピンの効果は余 り大きくないことを示している。小型 トラックにつ
いてもピンの本数を減らした り、フランジ径を小さくすると性能が低下することは明 ら
かである。 STLが 開発されていないので、スノータイヤでは41%も 低下している。これ
にチエンを装岩すればSPを 上回る性能が制動、坂路発進、加速試験で見 られる。大型 ト
ラックも同様である。茨城県谷田部町にある財団法人日本自動車研究所で実施された舗
装摩耗試験の結果は第2表 の最右側の相にあるようにスパイクの条件を低下すれば舗装
の摩耗は大幅に低減されることが判る。
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3 スバィクピンの作用
(1)ピ ンの挙動 : 第 1園 に示すように、
ビン (ス タッ ド)は走行中Cの ように略面に
たたきつけられて摩耗し、接地部の真下では
Aの ようにタイヤ内に沈むことにな り、制動
や駆動されているときは Dの ように臓懐され
スリップする。またこのような衝撃的な力を
受けるとBに しめすようにシャンクの先喘に
埋め込まれた超硬合金チップがシャンクの孔
内へ沈み込むこともある。何れにせよピンの
先端は98面 に対して衝撃的に作用するので突
出寸法が大きい程、またフランジ径が大きい
程略面を摩耗させることになる。このうち制
動時 タイヤの回転が停止か、またはそれに近
づ く状態の時、 l本 のビンが略面に対する鷹
耗時間は他の転動時に比較して非常に長 くな
るのでピンの効果が氷盤面に対し大になる。
また発進時には停止状態か ら回転に移行しよ
うとするのでビンが氷盤に食い込み、抵抗は
大きくな り回転が上るにつれて小さくなる。
(2)氷 の硬さとピンの抵抗 : 道工大実験
コース氷盤P8の 氷面硬さをやや精密性に欠け
るがバウマン硬度計で測定した。氷面のつぶ
れた跡の孔の直怪とその深さを測つた平均値
か ら第 2図 を得た。低温では氷がかた くなる

第 1図  ピン 〈スタッド)の 作用
A:ス タッ ド自身のタイヤ孔内への

沈み込み。
B:超硬チップのシャンク孔内への

沈み込み。
C:タ ツピング摩耗

(ス タット
・

が略面にたたきつけられる
時に発生 )

D:タ ッピング摩耗
(制 勧、駆動時に発生 )

ことは当然であるが、軟 らかい氷に対してピンの抵抗が少ないことも当然である。従つ
て0℃ 付近でタイヤの摩擦による自己潤滑作用で滑り易 くなる現象と併せて考える時、
SPで も効果なく、札幌市内でも少し暖かい冬の日中では、ノロノロ運転や、優かの勾配
P8で スリップして登れない車両をよく見かけるのはこの様な事象が起因している。

4 今後の見通し   (1)SPに 替わるタイヤヘの期待 : ユーザも行政側もSPに
替わる無公書タイヤを 1日 も早 くとメーカに要望しているが、第二次基準できえ目下策
定中である。これとても低公害であるが安全面ではSPに 及ばないとしている。これが決
められたとしても安全を望むユーザがどれだけ乗り替えるかは望み薄しである。 STLの
形録の一隅には必ず「氷盤P8の 性能はSPに 及ばないので慎重な運転を・・・ Jと の但書
付きである。この メーカの傾重さをユーザはどのように受け止めるかが問題である。こ
の但書はSPが 禁止させるまで無 くな らないと考えるべきであり、メーカがSPに 優るタイ
ヤを開発することは極めて困難であり1,2年 で望むのはユーザの幻彫であろう。
(2)STLへ の乗 り移 り : 乗用車については STLが昨年か ら各社一斉に販売を始めた
がその量はわずかである。しかし脱スバイク運動の盛 り上が りと共にこの種のタイヤの
ユーザが増えることは確かである。制動性能のマイナス面を速度と車固距離でカバーす
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ることを基本にすれば、走   図 1

行安定性の面で車両構造を

選ぶ ことにな る。それには

前輪駆動車 (FF車 )が優位

にある。この 1,2年 で大  氷=は )

衆車の大半はFF車 に変わつ   -1.6
て行 くので STLへ の乗 り移

りが容易にな る。又坂道の   _1.7
多い地区のユーザ としては

四輪駆動車 (4‖ D車 )を 選   _3.6
定す ると好都合である。こ

れも年々銘柄が増加す るの   _4.6
で選定幅は広 くな る。ユー

ザの車両への認識が高 まる   _5.1
ことを期待 したい。 (3)
自動車 メーカヘの期待 :    _5.9
ューザはSN又 は STLに はき

替えたいのだが、制動性能

への不安が第一である。と

すれば安定性bあ るア ンチ

氷温 と穴深 さ・ 直径の関係

躍

“

穴

＜

えの凛さl  I
穴の直饉 E≡

=ヨ

人 の 直 後

(ロロ)

スキッ ドブ レーキ装置は不可欠のものとな る。大型車か ら全車種に必要である。ユーザ

は公害 と安全のため多少高価であつても望むべ きである。又旋回機能や登坂性能の良い

車が望 まれ る訳であるか ら、 メーカは技術開発を雪氷 F8に 注目した方向で推進 して欲 し

いものである。日本の車両の25%は 積雪寒冷地を走行 しているか らである。大型車の4
WD化 や ノンス リップデフの装備化は容易であ リユーザは車への検討をすべ きである。

(4)車 粉清掃問題 : 札幌市はこの春収集 した道略 の泥土は 2万 トンを超えた と報道

されている。空中に舞い上が る粉 じんを一時的に散水で押 さえても根本的解決にはな ら

ない。冬期間中発生 した ときか らの収集技術の開発が急がれ ると共に、収集 した粉 じん

をどう処理 し又は再利用すべ きかの技術開発も同時に必要であ る。

タイヤの開発には限界が あり、国 レベルの政策の確立には 3～ 4年 が必要であ り、ユ

ーザの安全への不安は当分続 くし、運転技術教育の目途は立つていない。車粉問題の見

通 しはまだ 4～ 5年 は立たないと思われ る。安全で快適な車社会は未だ しであるが、脱

車紛問題へ大方の御教示を賜わ りた くお願いす る次第です。
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